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バレン

は

バレンは、木版画の制作において、摺りの際に版木の上
に乗せた紙を擦ることで圧をかけ、版木にのっている絵
の具を紙へと転写させるための摺り道具です。
バレンの古くは中国から伝えられたといわれ、日本で改
良されて長きに渡り使用さている道具で、現在では様々
な種類のものが市販されています。バレンの構造は、当
て皮、芯、竹皮から作られており、代表的なものでは、
和紙を数十枚重ねて貼り合わせた上に漆を塗って仕上げ
た当て皮と竹皮を細かく裂いて撚り合わせたものを渦巻
き状に巻いたバレン芯を、真竹の皮で包んだ、本バレン
と呼ばれるものがあります。この本バレンのバレン芯は、
竹皮を 4 本に裂いて拠り合わせた「小ない」と呼ばれる
ものから作られており、この小ないを編みこんで芯を作
ります。小ないを 2 本編みこんだものを「中ない」と呼
び、一般的には、中ないを 2 本編みこんだ「八ッコ」と
呼ばれるものがバレン芯に多く用いられています。また、
細く裂いた竹皮で作ったものを細芯と呼び、太く裂いて
作ったものは太芯呼びます。細芯は繊細な彫った際の摺
りなどに、太芯はベタ版や広い版面を摺る時に向いてい
ます。
この他の竹の皮で包んだバレンは、代用バレンと呼ばれ
ています。代用バレンは、バレン芯がテトロンやナイロ
ン、紙ひも、木綿、麻、ボール紙などで作られており、
当て皮は樹脂や合板、厚紙などから作られています。本
バレンや代用バレンは、摺りの前にパッド（フェルト）
の上で、竹皮に椿油を馴染ませてから使用します。こ
れは和紙の上を擦る際にバレンの滑りをよくするためで
す。摺る際には、バレンの竹皮の結び目の部分に親指以
外の指を掛けて、手のひらでしっかり握るようにし、親
指で上からしっかり押さえるようにして握ります。動か
し方としては、はじめに紙が動かぬように、全体を押さ
えるようにして、次第に細かく小さく動かしていきます。
この時バレンはなるべく傾けないようにして、手のひら
のふくらみの部分に力を入れて平均的な圧がかかるよう
にします。バレンは摺りを行っていくと竹皮が摩耗する
ため、バレン芯の凸部に沿って穴が開き始めてきたら、
竹皮を交換するようにしましょう。

バレン

概要

ばれん
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竹皮で包んだバレン以外には、ボールベアリングを内蔵
したバレンや、芯に金網を使用した八角バレン、樹脂製
のディスクバレンなどの種類があります。
バレンは、版画材料を扱う画材店などで購入することが
可能です。
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摺りの際に用いる用具


